
平 成1 4 年度 東海 ･ 北陸地 区国立学校等技術専門職員研修

電気
･

電子 コ
ー

ス に 参 加 し て

第 1 技術系第 1 班 山本み どり

第 2 技術系第 4 班 村井健
一

は じめ に

平成 1 4 年度 東海
･ 北陸地区国立学校等技術 専門職員研修が ､

1 0 月 1 5 日か ら 1 8

日 の 4 日間にわ た り文部科学省お よび 岐阜大学 ､
三重大学 の 主催に より ､ 実施 された., 今

回 の 研修は ､
三重大学 の 4 名を含 め東海

･ 北陸地 区 の 1 3 大学 ､
6 高専 ､

核融合研究所 ､

岡崎国立共同研 究機構か ら 3 9 名 の 参加が あ っ た ｡

初日は ､ 機械 コ
ー

ス と合同で岐阜大学 ( 第
一

グラ ン パ レ ホ テ ル) で 行われた｡
2 El 目以

降は ､
会場を三 重大学 に移 して 行わ れた ,

研修 日程

第一 日 目 開校式

研 修 風 景

( 講義) ｢人事行政 上の 諸問題｣

(講義) ｢ 大学行政 上 の 諸問題｣

( 講義) ｢ 学術行政上 の 諸問題｣

第ニ ロ目 ( 特別講演) ｢ I T と大学｣

( 講義) ｢無線通 信 シ ス テ ム の 現状と今後 の 動向｣

( 講義) ｢複雑系と して の 電子材料の 基礎と応用｣

( 講義) ｢ メ カ ト ロ ニ ク ス ( そ の 語源 と最新研究)｣

( 先輩講話) ｢ 教室系技術職員 の 職群確率 へ の 道程｣

第三 R 目 ( 実験 ･ 実習)

シ ス テ ム 系 ｢ モ ー

タ電子 制御入 門｣
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A . モ
ー

タ の 位置決 め制御

B
. チ ョ ッ パ ( D C - D C 変換)

c . 誘導 モ
ー タ の イ ン バ

ー タ制御

情報系 ｢ 新 しい 電子文書構造記述入 門｣

D .
パ ソ コ ン に よる X M L 文書の 作成

材料系 ｢ 先端 エ レ ク ト ロ ニ ク ス 材料入 門｣

E . G a N シ ョ ッ トキ ー 接合素子

F . カ ー ボ ン ナ ノ チ ュ -

ブ

G . 磁性薄膜

H . 金属及び 半導休薄膜

* 実習は ､
A - H の

一

つ を選択

第四 日目 ( 講義) ｢ 高温超伝導 の 現状と将来｣

( 講義) r V u I テ ス ト技術概説｣

( 工場見学) ｢鈴鹿富士ゼ ロ ッ ク ス ｣

閉校式

実験 ･ 実習

実験 ･ 実習は ､
大きく 3 つ の 系に分かれ た中に 8 つ の コ

ー ス が あり ､ そ の なか の ｢ カ ー

ボ ン ナ ノ チ ュ
ー ブ｣ の コ

ー

ス を受講 したo

カ
ー ボ ン ナ ノ チ ュ ー ブ は ､

1 9 9 1 年に 偶然発 見され ､
エ レ ク ト ロ ニ ク ス か ら エ ネル ギ

ー

ま で広範囲な分野 で の 応用 が期待される 2 1 世紀 の 新素材 と して ､
注目されて い る D 大

きさは ､ 直径 1 - 3 n m
､ 長さ約 1 0 n m と 非常に小 さ い も の で あ る｡ . ( 1 n m は ､

1 0 0 万

分の 1 ミリメ - / レ)

最初に ,
カ

ー

ボ ンナ ノ チ ュ
ー

ブ に つ い て の 講義を受 けた {,

次 に ､
マ イ ク ロ 波プ ラズ マ C V D 法と い う方法で ､

カ ー ボ ン ナ ノ チ ュ ー ブを製作した ｡
.

マ ス フt ) -

コントローラ ー

マ イ ク ロ 波プ ラズ マ C V D 装置の 概略図
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製作した カ ー ボ ン ナ ノ チ ュ
ー

ブ薄膜を電子蛸微鏡で 観察 ･ 写真輯影 をした

カ ー ボ ン ナ ノ チ ュ
ー ブ

工 場見学

四 日目 の 午後 ､
工 場見学で ｢ 鈴鹿富士 ゼ ロ ッ ク ス ｣ - 行 っ た ‥

デジ タ ル 複写機 ､
レ ー ザ

プリ ン タな どの O A 機器 の 部品製造 ､ 組立 を見学 した.｡ 国内で は ､ 利 益の 少な い 製品は製

造ライ ン よ り消 え､ より付加価値 の 高 い 矧荒しか作らなくな っ て い た ∩

お わ り に

4 E] 間と い う研修で した が ､ 講義 ､ 実験 ･ 実習 ,
工 場見学ともに内容 の 濃 い 充実 した も

の で した_. こ の 研 修にお い て ､ 講義 ､ 実習 を指導 して い ただ い た 教官 の 皆様 ,
主催 ､ 運営

に携わ られ た岐阜大学 . 三重大学 の 関係者 の 方々 に深く御礼申 し上 げます_.
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